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総
括
的
質
疑

答

任
期
最
後
の
定
例
会
議

　
今
任
期
中
最
後
と
な
る
９
月
会

議
は
、
７
日
か
ら
22
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
９
名
が
一
般
質
問

を
お
こ
な
い
、
議
員
と
同
じ
く
最

後
と
な
る
町
長
に
任
期
中
の
成
果

と
課
題
な
ど
、
町
政
全
般
に
つ
い

て
、
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

一
　
般
　
会
　
計

企 

業 

会 

計

財政調整基金

繰　 入　 金

水道事業

病院事業

訪問看護

ステーション事業

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

資本的収入

資本的支出

入ってきたお金（町税、地方交付税など）

出ていったお金（人件費、事業費など）

次年度に繰り越した事業のお金

いざという時使えるお金（貯金）

歳入−（歳出＋繰越額）

特
　
別
　
会
　
計

368 億 7,666 万 3,568 円

326 億 7,332 万 6,402 円

27 億    723 万 5,520 円

14 億 9,610 万 1,646 円

7 億 5,000 万円

7 億 2,731 万   296 円

7 億   809 万 6,974 円

20 億 9,118 万 2,613 円

20 億 6,973 万 1,755 円

5,270 万 6,836 円

4,411 万 6,925 円

歳　  入

歳　  出

繰 越 額

実質収支額

20 億　949 万 5,579 円

18 億 5,829 万 3,563 円

1 億 4,738 万 5,052 円

1 億 4,084 万 6,300 円

16 億 5,746 万 1,980 円

16 億   875 万 6,466 円

3,057 万 7,861 円

2,863 万   396 円

2,514 万 5,982 円

1,794 万 7,507 円

1 億 9,842 万   404 円

1 億 4,897 万 9,309 円

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

市 場 事 業

漁業集落排水事業

公共下水道事業

10 億   606 万 4,374 円

13 億 1,258 万 8,883 円

6,106 万 6,070 円

6,088 万 7,554 円

認定
原案どおり
原案どおり

答 答

９月

集
中
復
興
最
終
年
度  

決
算
認
定

の
答

　
　

職
員
一
丸
と
な
っ
て
進

め
た
が
、
国
、
県
の
事
業
も

あ
り
完
遂
に
至
ら
ず
残
念
。

あ
と
一
年
ひ
と
踏
ん
張
り
。

　

水
産
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
で
養
殖
業
な
ど
に
も
幅
広

く
支
援
で
き
た
こ
と
は
評
価

を
得
ら
れ
た
が
、
秋
サ
ケ
を

中
心
に
水
揚
げ
が
大
き
く
減
。

市
場
運
営
の
見
直
し
協
議
中

だ
が
、
方
向
性
は
示
せ
た
。

　

観
光
業
も
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
色
濃
く
受
け
た
が
、
さ
ん

さ
ん
商
店
街
が
健
闘
し
て
、

持
ち
堪
え
て
い
る
。

　

地
域
医
療
に
は
そ
れ
ぞ
れ

病
院
ご
と
に
役
割
が
あ
る
。

そ
の
判
断
は
医
師
が
お
こ
な

う
も
の
で
、
そ
こ
に
口
を
挟

む
べ
き
で
な
い
。

決
算
に
対
し
て
の

千
葉
伸
孝
議
員

　

10
年
で
の
復
興
完
遂

な
ら
ず
。
水
産
業
は
？

観
光
振
興
は
？
入
院
で

き
な
い
町
民
が
い
て
困

っ
て
い
る
が
？

　
令
和
２
年
度
決
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
予
算
執
行
の
あ

り
方
、
効
果
に
つ
い
て
慎
重
な
審

査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
と
も

に
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
掲
げ
た
４
つ
の
柱

令和２年度 決算概要説明より

﹁
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ
に
終
わ
る
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。﹂

﹁
復
興
の
総
仕
上
げ
﹂

　
祈
念
公
園
が
全
体
開
園
、
中
橋
も
開

通
。
伝
承
館
も
着
工
し
、
復
興
事
業
は

最
終
局
面
だ
が
一
部
繰
越
も
。

﹁
産
業
の
振
興
﹂

　
台
風
被
害
か
ら
の
復
旧
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
推
進
。
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
水

産
業
の
人
材
確
保
等
を
側
面
支
援
。

﹁
交
流
人
口
の
拡
大
﹂

　
人
口
減
少
に
よ
る
影
響
を
緩
和
し
、

地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す
上
で
も
重
要

だ
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
観
光
客
入
込
数

は
38
万
人
減
。

﹁
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
﹂

　
行
政
主
導
か
ら
参
加
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
へ
。﹁
お
ら
ほ
の
ま
ち
づ
く
り
補

助
金
﹂
を
継
続
し
、﹁
コ
ロ
ナ
対
応
公
募

型
補
助
金
﹂
を
創
設
。

今
野
雄
紀
議
員

　

交
流
人
口
拡
大
の
意
義

は
本
当
に
あ
る
の
か
？

お
ら
ほ
の
ま
ち
づ
く
り
補

助
金
は
イ
ベ
ン
ト
的
な
使

わ
れ
方
が
多
く
な
い
か
？

　
　

観
光
庁
の
デ
ー
タ
で
は
、

定
住
人
口
１
人
＝
宿
泊
客
25

人
＝
日
帰
り
客
79
人
の
経
済

効
果
と
言
わ
れ
て
い
る
。
詳

細
は
各
自
治
体
ご
と
に
違
う

が
、
独
自
の
分
析
も
し
て
お

り
、
や
は
り
交
流
人
口
拡
大

の
経
済
効
果
は
大
き
い
と
考

え
て
い
る
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
る

こ
と
は
、
町
づ
く
り
に
参
加

し
た
い
人
が
多
い
と
い
う
こ

と
。
イ
ベ
ン
ト
も
必
要
だ
と

思
う
し
、
補
助
金
の
効
果
は

高
い
。

　
　

国
か
ら
の
コ
ロ
ナ
支
援

金
を
十
二
分
に
活
用
し
、
町

の
財
源
も
充
て
て
、
一
次
産

業
も
含
め
て
手
広
く
支
援
し

た
。
で
き
る
限
り
の
こ
と
は

や
れ
た
の
で
は
。

　

観
光
協
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
客
が
増
加
し
て
お
り
、

い
つ
か
南
三
陸
町
に
行
っ
て

み
よ
う
と
い
う
人
の
気
持
ち

を
繋
い
で
い
る
。
テ
レ
ワ
ー

ク
も
進
み
、
地
方
移
住
希
望

者
は
多
い
。
自
然
豊
か
な
感

染
リ
ス
ク
の
少
な
い
町
と
い

う
発
信
を
続
け
て
い
く
。

　

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
り
子
供
た
ち
に
も
辛
い

思
い
を
さ
せ
て
い
る
。
要
望

が
あ
れ
ば
し
っ
か
り
受
け
止

め
て
い
く
。

後
藤
伸
太
郎
議
員

　

産
業
振
興
と
い
う
面
か

ら
見
て
コ
ロ
ナ
対
策
は
上

手
く
い
っ
た
の
か
？

復
活
の
時
を
ど
う
待
つ
の

か
？
子
育
て
支
援
の
充
実

は
？　

　
　

海
流
も
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
昨
年
は
山
形
県
か

ら
移
入
し
た
。
卵
の
確
保
は

現
在
も
交
渉
調
整
中
で
あ
る
。

及
川
幸
子
議
員

　

他
河
川
か
ら
サ
ケ
の

移
入
卵
確
保
は
？

特   集

定例会議



答 問答 問

答

問答
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歳
　  
入

固
定
資
産
税
　
過
去
最

高
の
要
因
は
　  

︿
町
税
﹀

　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
増
収

は
住
宅
や
施
設
の
増
加
、
利

用
目
的
の
変
更
等
な
の
か
。

　
　

震
災
後
の
新
築
住
宅
軽

減
措
置
が
３
年
で
満
了
に
な

り
２
千
３
百
万
円
増
に
な
っ

た
。
町
の
土
地
分
譲
と
換
地

処
分
に
よ
り
新
た
な
課
税
で

７
百
万
円
増
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ

の
資
産
へ
の
課
税
も
。

答 問
　

（
及
川
幸
子
委
員
）
７
千

万
円
で
住
宅
供
給
公
社
に
委

託
し
な
が
ら
も
、
住
宅
使
用

料
と
駐
車
場
使
用
料
の
収
入

未
済
額
が
年
々
増
え
て
い
る
。

徴
収
方
法
に
問
題
は
な
い
か
。

　
　

滞
納
が
約
千
４
百
万
円

で
あ
っ
た
。
収
納
率
は
徐
々

に
上
が
っ
て
き
て
お
り
、
令

和
３
年
８
月
時
点
で
２
百
万

円
減
少
に
。
公
社
と
と
も
に

分
納
提
案
も
含
め
収
納
対
策

に
さ
ら
に
努
力
し
た
い
。

住
宅
使
用
料
徴
収
　
委

託
の
効
果
は  

︿
使
用
料
﹀

ご
み
減
量
の
状
況
は

  

　
　
　
　
　   

︿
衛
生
費
﹀

︽
一
般
会
計
︾

問

問

答
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
ご
み

焼
却
量
が
減
っ
た
よ
う
だ
が
。

　
　

令
和
２
年
度
の
ご
み
搬

入
量
は
４
千
ト
ン
で
対
前
年

比
７
％
減
に
。
コ
ロ
ナ
巣
ご

も
り
需
要
拡
大
で
減
少
幅
は

小
さ
く
、
生
ご
み
は
11
％
増

に
。
６
０
０
万
円
の
不
用
額

の
う
ち
、
気
仙
沼
市
へ
委
託

の
ご
み
焼
却
が
２
０
０
万
円

減
、
秋
田
県
へ
の
ご
み
埋
め

立
て
が
３
０
０
万
円
減
に
。

注
目
の
質
疑

問

答 問

注
目
の
質
疑

災
害
援
護
資
金
　
今
後
の

回
収
に
暗
雲
　 

︿
諸
収
入
﹀

答
　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
震

災
後
の
生
活
再
建
へ
の
貸
し

付
け
だ
が
、
収
納
率
75
％
程

度
、
収
入
未
済
額
が
３
８
４

万
円
も
。
大
丈
夫
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
返
済
猶
予

の
相
談
も
。
休
日
や
時
間
外

相
談
で
も
対
応
し
な
が
ら
分

歳
　  

出

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
　
出
口
戦

略
ど
う
す
る
　 

︿
総
務
費
﹀

注
目
の
質
疑

経
費
削
減
の
た
め
委
託
事
業

の
見
直
し
を
　 

︿
総
務
費
﹀

答
　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
各
課

で
行
う
委
託
業
務
を
可
能
な

限
り
自
分
た
ち
で
行
え
ば
経

費
削
減
に
な
る
の
で
は
。
他

市
町
村
を
見
習
っ
て
は
。

　
　

規
定
が
あ
り
専
門
知
識

や
資
格
、
資
材
等
を
必
要
と

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
委
託

す
る
。
直
営
で
で
き
る
も
の

は
自
前
で
行
う
考
え
は
持
っ

て
お
り
、
検
討
は
続
け
た
い
。

複
数
委
員
が
質
疑

町
民
バ
ス
の
利
便
性
は 

　
　
　
　
　   

︿
総
務
費
﹀

答
　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
利
用

者
数
が
減
少
し
て
い
る
。
改

善
点
と
今
後
の
対
応
は
。

　
　

入
谷
の
フ
リ
ー
乗
降
区

間
設
置
後
も
安
全
第
一
と
定

時
運
行
で
検
討
を
進
め
る
。

　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
入
谷

と
戸
倉
の
フ
リ
ー
乗
降
は
国

道
で
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

45
号
線
や
主
要
幹
線
道

路
で
は
安
全
上
設
定
で
き
な

い
が
、
別
の
手
段
も
含
め
検

討
は
続
け
る
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
フ
リ

ー
区
間
の
拡
大
は
可
能
か
。

　
　

ど
こ
の
区
間
に
必
要
か

が
明
確
に
な
ら
な
い
と
協
議

が
進
ま
な
い
。
精
査
が
必
要
。

答 問
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
２
２

４
万
円
の
補
助
金
は
ど
の
よ

う
な
使
わ
れ
方
を
し
た
の
か
。

市
場
は
町
内
だ
け
で
充
分
か
。

　
　

１
事
業
者
に
対
し
交
付

さ
れ
、
す
ぐ
に
確
立
す
る
の

は
難
し
い
が
、
地
元
産
材
で

の
ペ
レ
ッ
ト
試
験
製
造
や
林

地
残
材
搬
出
の
実
証
事
業
等

に
要
す
る
経
費
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。
出
口
戦
略
が
重
要

で
あ
る
が
、
町
内
だ
け
で
ま

か
な
う
の
は
難
し
い
。
町
外

で
の
可
能
性
も
探
っ
て
い
く
。

答 問
　

（
山
内
孝
樹
委
員
）
地
方

創
生
の
一
環
と
し
て
、
海
中

熟
成
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
に
き

り
こ
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

著
作
権
は
。
ゆ
め
大
使
の
外

立
と
し
江
さ
ん
の
海
の
絵
画

を
ラ
ベ
ル
に
で
き
な
い
か
。

　
　

南
三
陸
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

考
え
方
次
第
だ
が
、
著
作
権

は
関
係
な
い
だ
ろ
う
。
南
三

陸
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
は
提
案
し

て
み
た
い
。

ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
に
ゆ
め
大

使
の
絵
を
　  

︿
総
務
費
﹀

令
和
２ 

年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

問問

答 問 複
数
委
員
が
質
疑

婚
活
支
援
は
順
調
か 

　

　
　
　
　  

　 

︿
総
務
費
﹀

答
　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
さ
ら

に
人
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

　
　

現
在
活
動
中
は
４
名
。

予
算
上
、
応
募
枠
は
減
少
に
。

要
検
討
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
高
評

価
を
得
た
よ
う
だ
が
、
委
託

先
は
。

　
　

仙
台
の
マ
リ
ッ
ジ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
社
と
継
続
中
。
成

婚
実
績
最
優
秀
賞
受
賞
も
。

問答 問
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
民
生

委
員
44
人
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
の
で
は
。

　
　

子
ど
も
見
守
り
対
応
や

台
風
19
号
の
際
も
被
害
状
況

を
確
認
頂
い
た
。
民
生
委
員

高
齢
化
の
中
で
も
研
修
会
を

行
い
な
が
ら
活
躍
頂
い
て
い

る
。
区
長
推
薦
に
よ
り
改
選

時
に
は
意
向
確
認
し
な
が
ら

任
命
し
て
い
る
。
バ
ラ
ン
ス

は
良
い
と
感
じ
て
い
る
。

民
生
委
員
の
育
成
を
　  

　
　
　
　
　  

︿
民
生
費
﹀

答 問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
５
年

間
の
基
本
計
画
期
間
だ
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
。

　
　

３
年
目
に
見
直
し
を
行

う
予
定
。
子
ど
も
の
遊
び
場

づ
く
り
や
親
子
の
交
流
機
会

提
供
を
求
め
る
声
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
業
務
が
思
う
よ

う
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
だ
が
、
今

後
も
検
討
を
重
ね
た
い
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

２
期
目
の
滑
り
出
し
は 

                  

︿
民
生
費
﹀

答 問
　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
子

育
て
世
代
の
意
見
を
吸
い
上

げ
る
大
事
な
会
議
だ
と
思
う

が
、
活
動
内
容
と
提
言
内
容

は
。
同
世
代
へ
の
周
知
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
会
議
回
数

が
年
１
回
だ
け
に
減
っ
た
。

コ
ロ
ナ
給
付
金
支
給
実
績
報

告
、
待
機
児
童
の
状
況
報
告

の
ほ
か
、
地
域
の
声
と
し
て

活
発
な
意
見
も
出
て
お
り
、

周
知
も
含
め
今
後
も
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
子
育
て
会
議
で
活
発

な
議
論
を   

　 

︿
民
生
費
﹀

答 問
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
各
種

健
康
診
断
が
あ
る
が
、
受
診

率
は
。
有
料
無
料
の
区
別
は
。

　
　

乳
が
ん
検
診
25
％
、
大

腸
が
ん
検
診
21
％
、
子
宮
が

ん
検
診
18
％
な
ど
。
生
活
保

護
世
帯
は
無
料
に
な
る
が
、

そ
れ
以
外
は
自
己
負
担
あ
り
。

検
診
後
に
相
談
指
導
の
場
が

あ
る
。

健
康
診
断
受
診
率
は
　  

　
　
　
　
　  

︿
衛
生
費
﹀

答 問
　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ご
み
中
継

施
設
と
し
て
の
改
修
状
況
は
。

　
　

気
仙
沼
市
ご
み
焼
却
場

の
延
命
措
置
が
決
定
さ
れ
10

年
程
は
委
託
で
き
そ
う
。
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
名
目
で

現
在
地
に
中
継
施
設
が
。

　
　

衛
生
セ
ン
タ
ー
、
し
尿

収
集
量
が
減
っ
て
き
て
い
る

と
思
う
が
。

　
　

昭
和
63
年
開
設
。
経
年

劣
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
単

年
度
ご
と
の
修
繕
で
ま
か
な

っ
て
い
き
た
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
衛
生

セ
ン
タ
ー
の
今
後
は 

 
 

　 

　
　
　
　
　  

︿
衛
生
費
﹀

答 問

答 問
　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
１
月

に
発
表
さ
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
目
に
し
な
い
が
。
商
品
化

は
で
き
て
い
る
か
。

　
　

商
標
登
録
済
、
商
品
化

は
ま
だ
だ
が
、
広
く
使
っ
て

も
ら
う
か
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る

の
か
民
間
業
者
と
検
討
中
。

せ
っ
か
く
の
ラ
ム
サ
ー
ル
、

ロ
ゴ
活
か
せ   

　 

　
　
　

　
　
　
︿
農
林
水
産
業
費
﹀

　

（
佐
藤
正
明
委
員
）
農
村

整
備
の
交
付
金
減
っ
た
が
。

　
　

集
落
や
組
合
と
の
協
定

に
よ
る
実
績
額
と
し
て
減
少

し
た
。

　
　

米
の
単
価
が
半
値
に
下

が
っ
て
い
る
。
対
策
は
。

　
　

国
で
も
コ
ロ
ナ
対
応
で

検
討
は
し
て
い
る
よ
う
で
耕

作
放
棄
地
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
。

中
山
間
の
農
業
を
守
れ

　  

　  

︿
農
林
水
産
業
費
﹀

答 答 問 複
数
委
員
が
質
疑

汚
染
牧
草
、
ほ
だ
木
の
処
理

進
捗
は  

︿
農
林
水
産
業
費
﹀

答問問
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
す
べ

て
処
理
は
終
わ
っ
た
の
か
。

進
捗
状
況
は
。

　
　

汚
染
牧
草
４
０
０
ベ
ク

レ
ル
以
下
は
一
部
処
理
済
、

ま
だ
莫
大
な
牧
草
量
が
あ
り
、

ほ
だ
木
を
含
め
４
６
４
ト
ン

あ
る
。
う
ち
７
ト
ン
は
処
理

済
、
今
年
度
４
ト
ン
処
理
予

定
、
す
き
込
み
も
可
能
だ
が
、

地
域
住
民
に
説
明
し
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
汚
染

ほ
だ
木
の
残
量
は
。

　
　

４
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

が
１
８
４
ト
ン
あ
る
。

　
　

水
産
業
費
の
中
で
放
射

能
測
定
業
務
５
０
０
万
円
の

内
容
は
。

　
　

宮
城
県
漁
協
志
津
川
支

所
に
測
定
業
務
を
委
託
し
て

い
る
。
東
京
電
力
の
補
償
が

財
源
に
な
っ
て
い
る
。

神
割
崎
キ
ャ
ン
プ
場
の
キ
ャ

ビ
ン
設
計
料
は
妥
当
か

  

　
　
　
　
　   

︿
商
工
費
﹀

問答
　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
設
計

業
務
で
７
５
９
万
円
の
設
計

料
は
妥
当
か
。
一
般
住
宅
１

５
０
㎡
で
設
計
料
50
万
円
が

相
場
。
２
、
３
棟
目
は
コ
ピ

ー
し
て
い
る
だ
け
で
５
０
０

万
円
か
。

　
　

町
内
の
業
者
で
随
意
契

約
、
17
㎡
が
３
棟
。
工
事
も

同
じ
業
者
と
随
意
契
約
に
。

工
事
管
理
も
含
ん
で
の
委
託

な
の
で
妥
当
だ
と
考
え
る
。

一
般
住
宅
と
は
違
う
。
諸
々

の
基
準
を
含
ん
で
い
る
。

注
目
の
質
疑

令
和
２
年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

納
提
案
も
し
て
い
る
。
町
外

転
出
者
を
訪
問
し
て
も
不
在

の
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
今
後
は

国
と
の
折
衝
も
。



、　　  は   　　　　  に、　　  は   　　　　  に、　　  は   　　　　  に

答 問答 問

答 問答 問答 問

反 

対

賛 

成

　
　

道
の
駅
計
画
の
問
題
が

不
明
瞭
で
あ
る
。
維
持

管
理
費
に
多
額
の
費
用

が
か
か
り
、
町
民
の
不

安
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
の
で
反
対
。

　

   

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
は

観
光
産
業
の
最
先
端
で

あ
り
、
観
光
協
会
が
担

う
こ
と
に
賛
成
。

一
番
の
問
題
は
非
公
募
。

参
加
企
業
の
ア
ピ
ー
ル

や
金
額
な
ど
、
公
募
型

の
方
が
良
い
の
で
反
対
。

　
　 

︵
後
藤
伸
太
郎
議

員
︶
町
の
審
査
委
員
会

は
通
過
し
て
い
る
。
外

か
ら
人
を
呼
ぶ
集
客
能

力
と
、
地
元
町
民
と
の

つ
な
が
り
。
２
つ
を
有

し
て
い
る
の
で
賛
成
。

︵
及
川
幸
子
議
員
︶

問

南三陸町議会だより 第63 号 ●６南三陸町議会だより 第63 号●７

討
論可

決

起
立
採
決
の
結
果

　
賛
成
10
人

　
反
対
５
人

令
和
２
年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

答 問
　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
予

防
事
業
に
充
て
る
事
業
費
は

全
体
の
わ
ず
か
０
．
６
％
の

１
１
５
０
万
円
。
予
備
費
も

１
億
円
以
上
あ
る
が
。

　
　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
健
診
控

え
が
あ
る
の
で
は
。
予
備
費

は
保
険
給
付
が
不
足
し
な
い

よ
う
１
カ
月
分
は
必
要
だ
が
、

予
防
事
業
は
大
切
な
の
で
今

後
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

答問

答 問
　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
起
業

創
業
は
あ
っ
た
の
か
。
雇
用

は
。
企
業
誘
致
優
遇
政
策
は
。

　
　

起
業
支
援
は
飲
食
業
が

３
件
、
林
業
が
１
件
で
合
計

４
件
あ
っ
た
。
飲
食
店
は
二

人
で
起
業
し
て
い
る
の
が
実

態
で
雇
用
は
伴
わ
な
い
。
創

業
支
援
は
飲
食
業
と
サ
ー
ビ

ス
業
で
合
計
２
件
あ
っ
た
。

土
地
が
ま
だ
ま
だ
空
い
て
い

る
が
苦
戦
し
て
い
る
。
立
地

条
件
と
労
働
力
確
保
が
カ
ギ
。

優
遇
政
策
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ

ー
ス
で
。

起
業
支
援
、
創
業
支
援
の

実
績
は 
　
　  

︿
商
工
費
﹀

伝承館 管理   観光協会伝承館 管理   観光協会伝承館 管理   観光協会
答

議
案議

審
８月臨時・９月定例

︽
特
別
会
計
︾

答 問
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
消
防

屯
所
問
題
を
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
元
職
員
に
千
８

百
万
円
請
求
し
た
が
、
町
の

持
ち
出
し
は
い
く
ら
か
。

　
　

８
千
１
３
５
万
円
。

　
　

防
火
水
槽
整
備
状
況
は
。

　
　

宇
津
野
、
伊
里
前
、
志

津
川
各
地
区
で
通
常
の
設
備

更
新
事
業
を
行
い
、
消
防
庁

か
ら
の
補
助
金
を
利
用
し
な

が
ら
今
後
も
行
う
。

不
適
正
事
務
に
よ
る
町
の
持

ち
出
し
分
は    

︿
消
防
費
﹀

答 問
　

（
及
川
幸
子
委
員
）
就
学

援
助
事
業
で
要
保
護
準
要
保

護
制
度
の
支
援
額
が
減
少
し

た
が
。

　
　

震
災
の
特
例
制
度
を
終

え
、
本
来
の
制
度
に
戻
し
た

た
め
減
額
に
な
っ
た
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
は
な
い
。

　
　

奨
学
生
制
度
の
利
用
状

況
は
。

　
　

育
英
資
金
は
１
２
８
名

に
貸
し
付
け
中
、
令
和
２
年

要
保
護
世
帯
へ
の
支
援
は

　  

　
　  

　  

︿
教
育
費
﹀

問答 答 問
　
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
蔵

書
は
充
分
か
。
本
の
購
入
予

算
は
。

　
　

図
書
購
入
費
は
、
新
設

し
た
た
め
、
こ
の
数
年
は
３

０
０
〜
５
０
０
万
円
掛
け
て

い
る
。
令
和
２
年
度
は
５
３

６
万
円
で
決
算
。
令
和
３
年

度
予
算
は
３
０
０
万
円
。

　
　

図
書
購
入
の
手
続
き
は
。

　
　

図
書
館
司
書
が
新
書
を

含
め
て
選
書
し
、
検
討
購
入

へ
。 図

書
館
の
充
実
を
　  

　

　  

　  

　
　  

︿
教
育
費
﹀

度
に
新
規
５
名
。
今
年
度
さ

ら
に
２
名
に
貸
し
付
け
。

答 答

問 複
数
委
員
が
質
疑

居
宅
介
護
の
た
め
の
住
宅
改

修
と
は  

　  

︿
介
護
保
険
﹀

答問

問

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
住
宅

改
修
費
に
不
用
額
が
多
い
が
。

　
　

震
災
後
新
築
さ
れ
た
住

宅
で
は
、
高
齢
者
向
け
に
既

に
手
す
り
な
ど
を
取
り
付
け

て
い
る
家
が
多
く
、
居
宅
介

護
12
件
、
介
護
予
防
３
件
の

実
績
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
そ
の

内
容
は
。

　
　

支
援
と
介
護
で
違
う
扱

い
で
、
上
限
は
20
万
円
。

新
し
い
市
場
運
営
の
方

向
性
と
は   

︿
市
場
事
業
﹀

問答
　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
新
た

な
経
営
戦
略
の
も
と
で
の
運

営
ル
ー
ル
は
。

　
　

議
会
終
了
後
、
速
や
か

に
協
議
の
場
を
設
け
る
。

　
　

遅
い
の
で
は
。
赤
字
分

な
ど
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

県
漁
協
、
買
受
人
等
と

膝
を
交
え
て
さ
ら
に
検
討
す

る
が
、
個
別
に
課
題
は
聞
い

て
い
る
。

注
目
の
質
疑

答 問
　

（
山
内
孝
樹
委
員
）
な
く

な
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
　

上
部
内
視
鏡
２
３
４
件
、

下
部
内
視
鏡
77
件
の
実
績
。

た
だ
ち
に
な
く
な
る
と
い
う

よ
う
な
話
は
な
い
。

指
定
管
理
料
は
未
定

　
４
月
の
開
館
を
目
指
し

工
事
中
の
東
日
本
大
震
災

伝
承
館
の
管
理
委
託
を
、

非
公
募
に
よ
り
一
般
社
団

法
人
南
三
陸
町
観
光
協
会

に
、
５
年
間
、
指
定
管
理

者
と
し
て
町
は
、
審
査
委

員
会
の
審
査
の
元
で
決
定

し
た
。

答 問

答 問 答 問

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
管
理

委
託
の
金
額
は
。
伝
承
館
の

運
営
の
人
数
は
。

　
　

年
間
の
維
持
管
理
費
は
、

２
千
５
百
万
円
か
ら
３
千
万

円
を
見
込
む
。
５
人
。

︵
村
岡
賢
一
議
員
︶

反 

対
︵
千
葉
伸
孝
議
員
︶

賛 

成

仮
庁
舎
解
体
に
着
手

　
第
２
庁
舎
と
第
３
庁
舎

の
延
べ
面
積
は
約
１
千
６

２
８
㎡
で
、
解
体
費
９
千

３
５
０
万
円
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
跡
地

を
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
の

検
討
を
。

　
　

駐
車
場
と
し
て
整
備
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
ヘ
リ

ポ
ー
ト
と
し
て
の
活
用
は
。

　
　

必
要
は
理
解
す
る
が
、

現
状
で
は
明
言
で
き
な
い
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
導
入

　
み
や
ぎ
環
境
交
付
金
を

活
用
し
２
台
７
９
９
万
円

で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
か
ら
電

動
に
買
い
替
え
、
二
酸
化

炭
素
の
削
減
を
図
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
今
後

の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
電
動

化
は
。

　
　

現
在
は
10
台
の
う
ち
５

台
が
電
動
化
さ
れ
、
今
回
２

台
、
来
年
２
台
で
残
り
１
台

だ
が
、
来
年
は
電
動
化
率
１

０
０
％
と
し
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方

に
注
意　
　

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
子
供

た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

使
う
と
思
う
が
、
使
い
方
に

よ
っ
て
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
、
そ
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

　
　

業
者
と
確
認
を
し
て
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
十
分
整

っ
て
い
る
。
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
な
ど
は
接
続
で
き
な
い
。

算
正補

予
９月定例会議

農
業
次
世
代
人
材
投
資
金

で
新
た
な
取
り
組
み
を

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
農
業

次
世
代
人
材
投
資
金
２
名
分

と
あ
る
が
内
容
は
。

　
　

給
付
金
は
、
新
規
２
名

分
６
年
間
継
続
し
て
給
付
を

受
け
る
制
度
。
地
域
の
農
業

経
営
を
目
指
す
若
手
の
方
々

に
、
年
間
２
人
分
上
期
分
75

万
円
・
下
期
分
１
５
０
万
円

合
わ
せ
て
２
２
５
万
円
に
。

答 問答 問答 問
　

（
星
喜
美
男
議
員
）
展
示

作
品
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ

ル
タ
ン
ス
キ
ー
氏
の
逝
去
の

支
障
は
。

　
　

７
月
14
日
に
逝
去
さ
れ

た
が
管
理
事
務
所
と
調
整
中
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
開
館

が
遅
れ
て
も
公
募
す
べ
き
で

は
。

　
　

４
月
30
日
ま
で
に
開
館

し
た
い
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
正
式

名
称
は
。

　
　

南
三
陸
３
１
１
メ
モ
リ

ア
ル
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
今
後

の
観
光
協
会
の
事
務
所
は
。

　
　

３
１
１
メ
モ
リ
ア
ル
内

に
設
け
る
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
ラ

ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
何

本
か
。
ま
た
、
観
光
協
会
の

指
定
管
理
は
有
効
か
。

　
　

町
民
の
皆
様
が
大
震
災

を
通
し
て
経
験
し
得
た
も
の

を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
。
オ
ー

プ
ン
に
間
に
合
う
よ
う
考
え

る
。
外
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
町
内
の
皆
さ
ん
と
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

予
防
事
業
に
力
点
を  

　

　    

　
︿
国
民
健
康
保
険
﹀

内
視
鏡
検
査
の
状
況
は  

　
　    

　   

︿
病
院
事
業
﹀
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の

町
長
、副
町
長
減
給

議会として「原因究 明」  「再発防止」
と　　　　　

　　　　　に
ついて調査

　

論
語
に
﹃
民 

信
な
く
ば

立
た
ず
﹄
と
あ
る
。
今
般

の
問
題
発
生
に
際
し
、
改

め
て
そ
の
意
味
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
前
提
と
し

て
、﹁
町
民
の
信
頼
﹂
は
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
放
棄
す
る
こ

と
は
、
民
心
か
ら
乖
離
し

た
行
政
を
意
味
す
る
。

　

今
回
の
問
題
は
、
一
補

助
金
が
不
正
な
目
的
に
流

用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に

と
ど
ま
ら
ず
、
町
に
対
す

る
町
民
の
信
頼
が
大
き
く

揺
ら
ぐ
事
態
で
あ
る
。
補

助
金
を
不
正
に
流
用
し
た

者
が
そ
の
責
め
を
負
う
こ

と
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、

町
が
不
適
正
か
つ
杜
撰
な

事
務
を
執
り
行
っ
て
い
た

事
実
は
看
過
で
き
な
い
。

再
発
防
止
に
関
し
次
の
点

を
踏
ま
え
て
、
そ
の
具
体

を
早
急
に
立
案
し
、
実
行

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
内
部
統
制
を
町
職
員
全

体
に
有
効
に
機
能
さ
せ
る

た
め
に
は
、﹁
事
務
の
監
督

責
任
﹂
を
し
っ
か
り
と
果

た
し
続
け
る
必
要
が
あ
る

こ
と
。

　

町
議
会
と
し
て
も
、
不

適
正
事
務
の
再
発
防
止
に

資
す
る
取
組
に
つ
い
て
、

不
断
の
検
討
を
重
ね
て
い

く
決
意
で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

事
案
の
あ
ら
ま
し

　

町
が
町
有
害
動
植
物
等

対
策
協
議
会
に
交
付
し
て

い
た
補
助
金
を
、
元
農
済

職
員
が
10
年
間
に
わ
た
り

１
,

６
０
０
万
円
を
不
正

に
流
用
し
て
い
た
。
町
は

補
助
金
総
額
１
,

８
６
０

万
円
の
う
ち
、
時
効
の
成

立
し
た
６
２
０
万
円
を
引

い
た
額
、
１
,

２
４
０
万

円
に
つ
い
て
詐
欺
罪
と
し

て
南
三
陸
警
察
署
に
被
害

届
を
提
出
し
た
。

参
考
人
招
致

　

委
員
会
の
調
査
を
進
め
る

中
、
参
考
人
か
ら
聴
取
が
必

要
で
は
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
宮
城
県
農
業
共
済
組
合

迫
支
所
及
び
、
本
事
案
の
調

査
に
関
わ
っ
た
方
々
４
名
を

招
き
、
不
正
流
用
が
行
わ
れ

た
当
時
の
状
況
等
に
つ
い

て
、
参
考
人
質
疑
を
行
な
っ

た
。

　
　

︵
山
内
昇
一
委
員
長
︶　

統
括
事
務
局
を
担
っ
て
い
た

認
識
が
な
か
っ
た
と
の
事
だ

が
。

　
　

そ
の
と
お
り
だ
。
関
係

書
類
等
が
支
所
に
届
く
こ
と

は
な
く
、
総
会
が
未
開
催
な

う
え
、
書
類
は
当
該
者
が
全

て
自
宅
で
作
成
し
て
い
た
。

　
　

当
該
元
職
員
を
含
め
た

職
員
の
管
理
方
法
は
。

　
　

業
務
日
誌
、
会
議
の
復

命
書
等
で
管
理
し
て
い
る
。

　
　

町
と
の
間
で
﹁
考
え
方

の
調
整
﹂
等
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　

町
と
農
済
の
対
応
に
つ

い
て
、
情
報
交
換
を
行
な
っ

て
き
た
。

　
　

︵
千
葉
伸
孝
委
員
︶　

普

段
の
生
活
の
様
子
に
変
化

は
。

　
　

職
場
で
は
信
頼
の
お
け

る
職
分
内
容
だ
っ
た
。

　
　

︵
及
川
幸
子
委
員
︶　

全

容
解
明
に
至
っ
た
の
か
。

　
　

ま
だ
見
え
て
お
ら
ず
、

時
期
す
ら
予
測
で
き
な
い
。

議
員
報
酬
減
額
案
は
否
決

提
出
者
　
千
葉
伸
孝
議
員

賛
成
者
　
佐
藤
雄
一
議
員
、
及
川
幸
子
議
員

　
同
日
、
最
終
日
に
、
町
補
助
金
の
不
正
流
用
問
題
に

関
し
、
町
有
害
動
植
物
等
対
策
協
議
会
へ
の
予
算
・
決

算
の
審
議
に
お
い
て
議
会
議
員
の
監
視
機
能
が
十
分
に

果
た
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
、
議
員
報
酬
の
減
額
案
が

上
程
さ
れ
た
。

　
議
長
は
10
％
、
議
員
は
５
％
。
10
月
１
日
か
ら
１
カ

月
間
の
減
額
。

こ
の
議
案
は
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

監
督
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

　
９
月
定
例
会
議
の
最
終
日
、
当
局
よ
り
﹁
南
三
陸
町
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
﹂
が
追
加
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
、
提
出
者
の
説
明
に
お
い
て
町
長
は
、

町
補
助
金
の
不
正
流
用
問
題
に
関
し
て
は
じ
め
て
陳
謝
し
た
。
期
間
は
10
月
１
日
か
ら

１
カ
月
間
、
給
料
月
額
か
ら
町
長
は
30
％
、
副
町
長
は
20
％
を
減
額
す
る
。

こ
の
議
案
は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

計  回８
集中的

に

町
補
助
金
　
不
正
流
用
問
題

追
  求
追
  求

問答

答 問答 答問 問答 問

委
員
会
調
査
報
告
書
の
協
議
及
び
最
終
確
認
。

内
部
事
務
調
査
委
員
会
の
﹁
最
終
報
告
書
﹂

及
び
﹁
分
限
懲
戒
に
関
す
る
調
査
報
告
書
﹂

に
関
し
、
説
明
を
受
け
質
疑
。

委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
意
見
を
出
す
。

内
部
事
務
調
査
委
員
会
か
ら
の
中
間
報
告
書
に

関
し
、
説
明
を
受
け
質
疑
。

﹁
補
助
金
不
正
流
用
事
案
内
部
事
務
調
査
委
員
会
﹂

の
概
要
に
関
し
説
明
を
受
け
質
疑
。

当
局
よ
り
、
町
監
査
委
員
か
ら
示
さ
れ
た
指
摘

事
項
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
質
疑
。

﹁
町
補
助
金
の
不
正
流
用
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
﹂
を
設
置
。︵
委
員
長
　
山
内
昇
一
副
議
長
︶

不
正
流
用
の
事
案
が
発
覚
！

決
議
文
を
採
択

　

﹁
再
発
防
止
、
信
頼
回
復
に
向
け
た
決
議
﹂

 ９
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問

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

　
　

感
染
者
増
加
に
よ
り
、

町
の
医
療
が
ひ
っ
迫
す
る
危

険
性
は
。

　
　

南
三
陸
病
院
に
入
院
す

る
こ
と
は
な
い
た
め
、
可
能

性
は
低
い
の
で
は
。

　
　

緊
急
事
態
宣
言
下
の
公

共
施
設
の
利
用
制
限
は
。

　
　

歌
津
夏
祭
り
や
第
百
回

福
興
市
は
延
期
、
産
業
フ
ェ

ア
は
中
止
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト

に
影
響
が
出
た
。
集
会
所
な

ど
は
午
後
８
時
ま
で
の
時
短
、

ま
た
は
、
団
体
利
用
は
不
可

と
し
た
。

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
と
今
後
ど
う
闘
っ
て
い
く
の
か

町
長
　
基
本
的
な
感
染
予
防
策
を
徹
底
し
、
速
や
か
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

感染防止

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

千
葉 

伸
孝 

議
員

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

高
校
生
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

町
長
　
９
月
か
ら
高
３
の
優
先
個
別
、
高
２
は
集
団
接
種
で

迅速接種 

問

は
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
と

同
じ
建
物
な
の
で
、
午
後
は

休
ん
で
い
る
。

　
　

志
津
川
湾
夏
祭
り
の
開

催
と
、
町
内
で
感
染
者
が
増

え
た
こ
と
の
関
係
は
。

　
　

時
期
、
経
路
を
考
え
る

と
、
結
び
つ
か
な
い
。

　
　

２
年
ぶ
り
の
花
火
で
、

久
し
ぶ
り
に
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
見
ら
れ
た
。
や
っ
て

良
か
っ
た
の
で
は
。

　
　

準
備
も
運
営
も
大
変
だ

っ
た
だ
ろ
う
が
、
参
加
者
も

含
め
全
員
マ
ス
ク
を
す
る
な

ど
感
染
対
策
が
徹
底
さ
れ
て

い
た
。
や
っ
て
良
か
っ
た
。

　
　

感
染
拡
大
に
よ
る
学
校

教
育
へ
の
影
響
は
。

　

︵
教
育
長
︶
予
防
に
一
層

力
を
入
れ
る
と
同
時
に
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
な
ど

工
夫
し
て
学
び
の
確
保
を
お

こ
な
う
。
学
校
行
事
の
延
期
、

部
活
動
の
制
限
な
ど
の
影
響

も
。
ま
た
、
心
の
ケ
ア
も
適

切
に
お
こ
な
い
、
分
断
や
同

調
圧
力
、
偏
見
や
差
別
を
生

ま
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
く
。

　
　

現
場
の
教
職
員
の
負
担

答

問

答

問

答問

答

問

まずは健康を守ることが第一

重症化リスクを減らすワクチン接種

町
民
の
血
税
を
問
題
処
理
に
使
う
な

町
長
　
町
の
人
員
配
置
が
要
因
の
一
つ
で

　
　
　

内
部
統
制
が
不
十
分

自浄作用 

観
光
重
視
の
町
の
政
策
か
ら

住
民
生
活
支
援
を
手
厚
く

町
長  

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム︵
生
活
保
護
制
度
︶
の

検
討
も
あ
り
現
時
点
で
支
援
金
配
布
の
考
え
は
な
い

生活困窮
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
高
齢
者
や

独
居
世
帯
へ
の
町
独
自
の
支

援
は
。

　
　

昨
年
度
の
国
か
ら
の
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
う
家
計

支
援
に
町
民
一
人
あ
た
り
10

万
円
の
﹁
特
別
定
額
給
付

金
﹂
を
実
施
し
た
。

　
　

災
害
公
営
住
宅
の
家
賃

の
軽
減
対
策
は
。

　
　

年
金
収
入
の
み
で
収
入

が
生
活
保
護
基
準
以
下
の
世

帯
や
被
災
者
に
対
す
る
町
独

自
の
家
賃
低
減
措
置
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
延
長
も

検
討
し
て
い
る
。

　
　

生
活
困
窮
者
の
税
な
ど

を
軽
減
す
る
考
え
は
。

　
　

既
存
の
制
度
を
基
軸
と

し
、
東
日
本
大
震
災
発
生
時

の
よ
う
な
社
会
環
境
変
化
が

生
じ
た
場
合
に
措
置
を
講
じ

る
。

　
　

８
月
22
日
に
町
内
で
３

人
が
発
症
し
、
合
計
で
22
人

と
な
っ
た
。
感
染
拡
大
防
止

対
策
は
。

　
　

基
本
的
な
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
す
る
。
ま
た
、
希

望
す
る
町
民
に
は
迅
速
に
接

種
を
進
め
る
。

　
　

感
染
に
関
し
て
は
、
で

き
る
範
囲
で
町
民
に
伝
え
町

民
の
不
安
を
取
り
除
く
必
要

は
。

　
　

県
が
公
表
し
た
情
報
を

除
き
、
個
人
や
地
域
を
特
定

す
る
情
報
を
、
町
は
共
有
し

て
い
な
い
。

　
　

家
庭
内
感
染
の
対
策
と

し
て
消
毒
液
の
配
布
は
。

　
　

家
庭
内
に
お
い
て
は
、

﹁
家
だ
か
ら
﹂
と
安
心
せ
ず

に
感
染
防
止
対
策
を
引
き
続

き
周
知
徹
底
を
図
る
。

　
　

町
民
の
入
院
や
自
宅
療

養
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　

県
に
よ
り
感
染
者
の
療

養
先
が
決
め
ら
れ
、
自
宅
療

養
が
決
ま
っ
た
方
に
は
希
望

す
れ
ば
、
３
日
間
、
７
日
間

と
食
料
品
を
配
送
す
る
。

　
　

12
歳
以
上
の
小
中
学
生

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
。

　

︵
教
育
長
︶
生
徒
の
意
向

と
保
護
者
の
判
断
で
接
種
を

進
め
る
。

※

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ

ム…

国
民
生
活
環
境
最

低
水
準
な
ど
と
も
呼
ば

れ
、
国
家
が
国
民
に
保

障
す
る
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
た
め
に
必
要

な
基
準
。
﹁
す
べ
て
国

民
は
、
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
を
有
す
る
﹂

の
生
存
権
と
し
て
定
め

て
い
る
。
ま
た
、
生
活

保
護
法
な
ど
の
法
や
社

会
保
障
制
度
の
基
礎
。

後
藤 

伸
太
郎 

議
員

は
大
き
い
。
消
毒
作
業
の
外

注
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

　

︵
教
育
長
︶
外
部
の
人
が

出
入
り
す
る
こ
と
は
リ
ス
ク

も
あ
る
。

　
　

感
染
者
を
特
定
し
よ
う

と
す
る
行
為
は
別
の
悲
劇
を

生
む
。
所
在
の
公
表
は
市
町

村
単
位
ま
で
に
留
め
る
べ
き

だ
と
思
う
が
。

　
　

感
染
者
の
情
報
は
県
が

管
理
し
て
い
る
た
め
、
町
で

は
知
り
得
な
い
。
人
権
に
配

慮
し
、
冷
静
に
対
応
し
て
い

た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
た
い
。 　

　

ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
は

様
々
な
情
報
、
意
見
が
飛
び

交
っ
て
い
る
。
町
で
は
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

　
　

接
種
す
れ
ば
感
染
し
な

く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
マ

ス
ク
は
接
種
後
も
必
要
。
た

だ
重
症
化
の
リ
ス
ク
は
下
が

り
、
接
種
率
の
高
い
世
代
の

感
染
率
が
下
が
っ
て
い
る
こ

と
は
事
実
。
だ
が
、
接
種
を

強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る

保
護
者
が
接
種
す
る
際
の
、

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
は
。

　
　

相
談
は
受
け
て
い
る
が
、

お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
預
か
れ
な
い
の
か
。

　
　

早
急
に
検
討
し
た
い
。

　
　

い
つ
誰
が
ど
こ
で
感
染

し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
感

染
し
て
し
ま
っ
た
人
も
最
大

限
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
分
断
を
防
ぎ
、

難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

肝
要
だ
と
思
う
が
。

　
　

町
内
の
感
染
者
が
少
数

に
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

町
民
が
感
染
予
防
に
向
き
あ

っ
て
も
ら
っ
た
結
果
だ
と
思

う
。
感
謝
し
た
い
。
長
期
化

す
る
中
で
コ
ロ
ナ
慣
れ
を
防

ぎ
、
不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用
、

う
が
い
、
手
洗
い
、
消
毒
、

３
つ
の
密
の
回
避
と
い
っ
た

感
染
予
防
の
基
本
を
今
一
度

徹
底
し
て
も
ら
い
た
い
。

途
上
、
コ
ロ
ナ
対
策
対
応
の

多
忙
の
中
で
、
早
期
問
題
発

見
の
リ
ス
ク
管
理
は
で
き
る

の
か
。

　
　

南
三
陸
町
農
山
村
地
域

活
性
化
推
進
対
策
事
業
補
助

金
の
不
正
流
用
問
題
の
発
生

は
、
本
町
の
内
部
統
制
・
内

部
牽
制
が
機
能
し
て
い
な
か

っ
た
。

　
　

組
織
と
し
て
の
自
浄
作

用
は
。

　
　

再
発
防
止
に
向
け
自
浄

作
用
の
強
化
を
検
討
。

問問

答

答

　
　

震
災
復
旧
の
公
的
施
設

建
設
の
問
題
や
、
現
在
調
査

委
員
会
が
進
む
協
議
会
へ
の

不
正
流
用
事
案
で
、
最
終
報

告
が
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
の
問
題
の
身
の
処
し
方
は
。

　
　

仮
定
の
話
で
あ
り
答
弁

は
で
き
な
い
。

　
　

復
興
事
業
と
多
額
の
交

付
金
の
元
で
、
町
長
の
気
の

緩
み
は
な
か
っ
た
か
。

　
　

公
務
員
と
し
て
の
自
覚

の
欠
如
及
び
当
該
職
員
の
管

理
監
督
の
職
責
が
十
分
に
果

た
せ
な
か
っ
た
。

　
　

復
興
の
完
遂
を
目
指
す

アリーナ向かいの志津川地区の災害公営住宅



問

答

問

答

答問

答

答

答問答問

答

問げ
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　

町
長
は
こ
れ
ま
で
大
震

災
後
大
き
な
事
業
を
皆
の
先

頭
に
立
っ
て
携
わ
っ
て
き
た

が
、
小
さ
な
事
業
は
見
過
ご

さ
れ
や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

整
備
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
々
心
配

問答問

答 問

問答

問答
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問

髙
橋 

兼
次 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

　
　

計
画
策
定
か
ら
５
年
半

が
経
過
し
た
達
成
状
況
は
。

　
　

総
論
と
し
て
計
画
に
掲

げ
て
い
る
事
務
事
業
の
多
く

が
着
手
さ
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
お
り
、
町
の
目
指
す
べ

き
姿
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て

い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

今
後
の
課
題
は
。

　
　

５
年
の
間
で
関
係
人
口

の
推
進
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
な
ど
、
我
々

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
総
合
計
画
と
の
乖
離

が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

事
業
の
検
証
は
行
わ
れ

第
２
次
総
合
計
画
の
進
捗
は

町
長
　
大
多
数
の
事
業
に
着
手

町づくり

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

村
岡 

賢
一 

議
員

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

町
内
中
小
河
川
の
管
理
と
河
床
の
整
備
は

町
長
　
町
民
の
人
命
、
財
産
に
関
わ
る
箇
所
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
る

河川管理

補
正
も
考
え
工
事
を
行
っ
て

い
く
。

　
　

町
内
河
川
の
調
査
は
全

て
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　

町
管
理
の
河
川
だ
け
で

も
約
62
㎞
あ
り
、
職
員
で
全

路
線
確
認
は
困
難
で
あ
る
が

て
い
る
か
、
ま
た
見
直
し
が

必
要
な
事
業
は
あ
る
か
。

　
　

昨
今
の
状
況
下
で
は
現

実
と
計
画
の
乖
離
が
大
き
く

あ
り
、
見
直
し
が
大
変
重
要

だ
と
思
う
。
３
年
ご
と
に
実

施
状
況
を
検
証
し
次
に
反
映

さ
せ
て
い
く
、
実
質
的
に
は

詳
細
な
部
分
の
見
直
し
を
含

め
て
検
討
し
次
年
度
か
ら
具

体
的
な
着
手
と
考
え
て
い
る
。

　
　

持
続
可
能
な
行
政
運
営

の
推
進
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

行
政
を
運
営
す
る
上
で

経
常
収
入
で
あ
る
町
税
及
び

普
通
交
付
税
の
確
保
が
最
も

問

答

問

答

問

答問

答

問

答

問

未復旧河川の現状

大
量
の
土
砂
が
堆
積
の
河
川

答 し
て
い
る
町
民
が
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思

う
が
。

　
　

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
ら
せ

て
い
た
だ
く
。
国
土
交
通
省

に
は
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　

査
定
か
ら
漏
れ
た
被
害

箇
所
と
そ
の
対
応
は
。

　
　

現
在
ま
で
行
っ
て
き
た

河
川
の
復
旧
、
修
繕
件
数
は

33
件
、
事
業
費
は
約
４
千
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
に

つ
い
て
も
予
算
を
見
な
が
ら

　
　

台
風
19
号
の
被
害
を
受

け
、
復
旧
工
事
を
行
っ
て
い

る
が
進
捗
状
況
は
。

　
　

復
旧
事
業
の
査
定
が
決

定
し
た
箇
所
は
、
町
道
、
橋

梁
24
路
線
の
41
カ
所
、
査
定

額
は
４
億
４
千
万
円
余
り
、

普
通
河
川
で
は
21
河
川
で
45

カ
所
、
査
定
額
は
７
億
２
千

万
円
余
り
、
現
状
８
月
末
時

点
で
完
成
は
86
事
業
の
う
ち

27
件
、
31.

４
％
の
進
捗
率

で
あ
る
。
86
の
事
業
件
数
の

中
で
契
約
済
み
が
82
件
と
な

っ
て
お
り
計
画
通
り
進
め
て

行
く
。

重
要
で
あ
る
。
町
税
全
体
が

減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
新
た
な
財
源

確
保
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　

著
し
く
人
口
減
少
が
進

ん
で
い
る
状
況
下
で
の
安
定

的
な
財
源
確
保
の
考
え
は
。

　
　

将
来
に
わ
た
り
安
定
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
さ
ら
な
る
事
業
取

捨
選
択
や
委
託
料
等
の
物
件

費
に
つ
い
て
徹
底
し
た
見
直

し
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

職
員
の
公
務
遂
行
能
力

向
上
を
図
る
べ
く
本
町
の
人

事
評
価
制
度
の
内
容
は
。

　
　

昨
年
４
月
に
導
入
し
、

人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
各
職
員
が
年
度
の
目

標
を
設
定
し
て
そ
の
目
標
に

向
け
た
業
績
、
達
成
度
合
い

を
総
合
的
に
評
価
す
る
﹁
業

績
評
価
﹂
で
あ
る
。

　
　

評
価
の
方
法
は
。

　
　

16
項
目
の
評
価
で
係
長
、

課
長
補
佐
ク
ラ
ス
も
同
じ
人

を
管
理
職
と
同
じ
評
価
す
る

２
段
階
の
評
価
で
管
理
職
に

つ
い
て
は
特
別
職
が
行
う
内

容
で
あ
る
。

　
　

試
行
し
た
昨
年
度
の
状

況
は
。

　
　

評
価
者
に
よ
っ
て
エ
ラ

ー
的
な
評
価
が
随
所
に
目
立

ち
疑
問
符
が
つ
く
状
況
に
あ

る
の
で
評
価
者
に
対
す
る
研

修
を
強
化
す
る
。

　
　

正
し
い
評
価
が
で
き
な

い
と
離
職
者
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
が
考
え
は
。

　
　

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で

あ
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
適
正

な
評
価
に
努
め
て
い
く
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
教
育
方
法

に
疑
問
を
抱
く
が
今
後
の
考

え
は
。

　
　

今
回
の
事
案
を
含
め
、

公
務
員
の
基
本
で
あ
る
服
務

の
欠
如
と
考
え
て
い
る
。
所

属
研
修
を
積
み
上
げ
次
の
年

に
生
き
る
研
修
の
や
り
方
を

考
え
て
い
く
。

　
　

不
適
正
事
案
を
防
ぐ
た

め
の
行
政
業
務
全
体
を
検
査

す
る
部
署
の
設
置
を
考
え
て

は
。

　
　

議
員
の
提
案
と
町
の
考

え
を
検
討
し
判
断
し
た
い
。

　
　

歌
津
総
合
支
所
の
機
能

は
十
分
果
た
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

地
域
に
根
差
し
た
身
近

な
組
織
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
町
民
が
有
効
利
用
で
き
る

施
設
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

策定から５年半の南三陸町第２次総合計画

歌津総合支所の機能は十分か

人
的
、
財
産
的
被
害
が
及
ぶ

可
能
性
の
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
優
先
的
に
復
旧
を
し

て
い
く
。

　
　

今
回
の
災
害
の
中
で
河

床
の
整
備
に
つ
い
て
、
地
域

か
ら
声
が
あ
が
っ
て
い
な
い

か
。

　
　

今
後
河
川
の
維
持
管
理

計
画
を
策
定
、
早
期
に
着
手

で
き
る
よ
う
、
住
民
の
要
望

に
応
え
て
い
き
た
い
。

　
　

小
さ
な
河
川
と
は
い
え
、

大
量
の
土
砂
が
堆
積
し
て
、

こ
れ
か
ら
大
雨
な
ど
が
降
る

と
大
き
な
災
害
を
呼
び
起
こ

す
心
配
が
あ
る
。
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
議
会
の
中

で
も
こ
の
問
題
は
非
常
に
難

し
い
と
答
弁
し
た
。
国
で
は

令
和
２
年
異
常
気
象
で
河
川

の
氾
濫
が
全
国
で
起
き
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
た
に

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
と
い

う
事
業
を
創
設
、
年
間
９
百

億
円
、
５
年
間
で
５
千
億
円

の
予
算
が
付
け
ら
れ
た
。
そ

れ
を
踏
ま
え
、
我
が
町
で
も

河
川
の
浚
渫
計
画
を
作
り
上

し
ゅ
ん
せ
つ



答

問答

答

問

答

問答

問

問

答 問

問

問答

法
定
外
公
共
物
の
対
応
策
の
考
え
は

町
長
　
全
て
を
町
で
対
応
す
る
事
は
限
界
が
あ
る

里道・水路

改
修
を
待
つ
地
区
要
望
の
橋
梁

観
測
シ
ス
テ
ム
と
防
災
無
線
の
有
効
活
用
を

これで大丈夫か氾濫対策

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

菅
原 

辰
雄 

議
員

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

状
況
と
情
報
に
大
き
な
乖
離
が

町
長
　
気
象
庁
に
デ
ー
タ
の
細
分
化
を
要
求
も
難
し
い
と
の
こ
と

災害対策
問

佐
藤 

正
明 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

答
　
　

令
和
元
年
10
月
の
台
風

19
号
に
よ
り
、
多
数
の
箇
所

が
被
害
を
受
け
て
い
る
地
域

で
は
甚
大
災
害
で
あ
る
事
か

ら
、
全
工
事
時
期
は
い
つ
に

な
る
の
か
。

　
　

現
在
、
各
所
で
工
事
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
年
度
内
に
全
て
の
完
了
を

目
標
と
し
て
い
る
。

　
　

災
害
復
旧
と
し
て
の
工

事
箇
所
は
、
何
カ
所
か
。

　
　

公
共
土
木
施
設
の
災
害

復
旧
工
事
箇
所
は
86
カ
所
。

こ
の
う
ち
の
数
カ
所
は
、
入

札
不
調
や
災
害
復
旧
の
変
更

全
工
事
が
復
旧
す
る
時
期
は

町
長
　
今
年
度
内
に
全
て
の
完
了
を
目
標

台風19号
問答
　
　

町
内
の
土
砂
災
害
・
洪

水
被
害
の
想
定
と
対
策
は
。

　
　

県
の
指
定
を
受
け
た
土

砂
災
害
警
戒
区
域
を
想
定
区

域
と
し
て
、
防
災
マ
ッ
プ
で

町
民
に
周
知
し
て
い
る
。
水

位
周
知
河
川
、
洪
水
予
防
河

川
指
定
と
町
内
７
河
川
の
浸

水
想
定
区
域
の
公
表
後
、
マ

ッ
プ
を
作
成
す
る
。

　
　

町
内
４
カ
所
の
町
の
観

測
デ
ー
タ
は
、
避
難
情
報
な

ど
に
活
用
し
て
い
る
の
か
。

　
　

地
域
で
の
雨
量
・
気
温

の
デ
ー
タ
蓄
積
の
た
め
の
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

任
期
中
の
成
果
と
課
題
は

町
長
　
復
興
事
業
で
一
部
延
長
分
の
早
期
完
了

成果と課題

で
呼
び
か
け
る
。
大
雨
警
報

が
発
令
さ
れ
た
か
ら
と
、
む

や
み
に
避
難
し
な
い
よ
う
呼

び
か
け
て
い
く
。

　
　

住
民
の
安
全
を
考
え
、

い
ち
早
く
避
難
所
を
開
設
し

て
も
避
難
者
が
少
な
い
の
で

は
。

　
　

避
難
所
は
明
る
い
う
ち

に
開
設
す
る
。
初
め
て
宮
城

県
に
上
陸
し
た
台
風
の
お
り
、

３
カ
所
開
設
し
た
が
、
避
難

者
は
１
施
設
に
３
世
帯
３
名

だ
っ
た
。
雨
の
状
況
を
見
な

が
ら
避
難
行
動
を
起
こ
す
の

か
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
　

八
幡
川
氾
濫
対
策
と
し

て
、
御
前
下
付
近
の
蛇
行
箇

所
を
解
消
し
被
害
防
止
を
提

案
し
た
が
。

　
　

河
川
と
国
道
が
蛇
行
し

て
お
り
交
通
事
故
や
氾
濫
の

危
険
な
箇
所
と
認
識
の
も
と

県
に
必
要
な
対
策
を
求
め
、

道
路
は
国
道
３
９
８
号
改
良

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
を
通

じ
て
、
要
望
書
を
提
出
し
て

い
る
。

　
　

蛇
行
し
て
い
る
川
を
緩

や
か
に
変
え
る
の
が
最
良
で

は
。

　
　

河
川
を
直
線
状
態
に
す

る
に
は
、
川
と
国
道
を
変
え

る
必
要
が
あ
り
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
・
商
業
施
設
・
水

産
加
工
場
な
ど
に
か
か
り
多

額
の
移
転
補
償
や
、
神
社
も

関
わ
り
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

　
　

仮
橋
付
近
か
ら
旧
自
動

問答
　
　

復
旧
・
復
興
事
業
と
共

に
地
方
創
生
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
き
た
が
。

　
　

復
興
事
業
の
道
路
や
防

潮
堤
事
業
の
多
く
は
完
了
し

て
い
る
が
、
一
部
延
長
し
て

お
り
早
期
完
了
と
、
増
え
た

公
共
施
設
の
維
持
管
理
、
更

新
が
課
題
。
第
１
期
総
合
戦

略
の
課
題
、
反
省
結
果
を
踏

ま
え
、
事
業
を
推
進
し
て
き

問答

答

答

　
　

気
象
情
報
で
大
雨
・
土

砂
災
害
警
報
な
ど
が
発
表
さ

れ
て
も
状
況
と
情
報
に
大
き

な
乖
離
を
感
じ
る
が
。

　
　

気
象
庁
の
メ
ッ
シ
ュ
が

１
㎞
単
位
で
あ
り
、
隣
接
市

の
分
が
入
る
。
細
分
化
を
要

請
し
た
が
、
解
析
デ
ー
タ
量

の
関
係
で
難
し
い
と
の
こ
と
。

必
要
な
時
に
は
、
速
や
か
に

高
齢
者
等
避
難
を
無
線
放
送

と
な
る
事
か
ら
、
日
常
か
ら

職
員
に
対
し
て
は
、
早
急
に

確
認
を
行
い
、
対
応
す
る
よ

う
指
示
は
し
て
い
る
。

　
　

工
事
発
注
か
ら
半
年
以

上
の
現
場
で
は
、
工
事
用
地

の
未
解
決
箇
所
が
あ
り
、
工

期
内
完
了
が
厳
し
い
箇
所
が

あ
る
と
の
事
だ
が
。

　
　

用
地
買
収
の
承
諾
は
受

け
て
い
る
。
至
急
、
買
収
契

約
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

各
箇
所
で
復
旧
工
事
を

実
施
し
て
い
る
中
で
、
工
事

に
よ
っ
て
仮
設
道
路
が
計
画

さ
れ
て
な
い
箇
所
が
あ
る
と

の
事
。
設
計
は
統
一
に
す
る

べ
き
と
思
う
が
。

　
　

現
状
確
認
を
行
い
、
変

更
対
応
で
進
め
て
い
く
。

　
　

復
旧
工
事
が
進
む
中
で
、

場
所
に
よ
っ
て
は
河
川
の
幅

　
　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ

り
、
土
石
流
災
害
や
濁
流
で

浸
水
災
害
等
が
多
く
発
生
し

て
い
る
。
災
害
発
生
時
や
発

生
後
を
確
認
す
る
と
、
大
半

は
法
定
外
公
共
物
等
が
発
生

の
原
因
と
思
わ
れ
る
。
改
修

や
維
持
管
理
を
考
え
て
は
。

　
　

国
か
ら
譲
渡
さ
れ
、
町

有
財
産
と
し
て
位
置
付
け
と

は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
実

態
と
し
て
は
地
域
住
民
の
共

有
財
産
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
か
ら
、
軽
微
な
被

災
や
日
常
の
維
持
管
理
は
地

域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
管
理
し
て
い
き
た
い
。

　
　

里
道
や
水
路
の
現
状
を

確
認
す
る
と
排
水
側
溝
は
あ

る
も
の
の
、
機
能
し
て
な
い

状
況
、
至
急
、
改
修
工
事
や

計
画
を
考
え
て
は
。

　
　

現
況
の
報
告
や
確
認
を

行
い
、
対
応
を
考
え
て
い
き

た
い
。

が
狭
く
な
り
、
流
失
物
等
が

詰
ま
り
、
災
害
発
生
の
原
因

と
な
る
箇
所
も
あ
る
。
確
認

し
て
い
る
か
。

　
　

設
計
基
準
や
現
状
確
認

を
行
い
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　

国
の
査
定
か
ら
外
れ
た

箇
所
は
、
地
方
債
で
復
旧
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

被
災
金
額
や
規
模
に
よ

り
国
の
補
助
対
象
基
準
に
満

た
な
い
被
災
施
設
は
、
地
域

答 問

問問

答 問

手
続
き
等
で
、
遅
延
が
生
じ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　

受
注
者
か
ら
、
発
注
図

に
基
づ
き
現
地
調
査
を
行
う

と
、
現
地
の
違
い
や
問
題
等

が
多
い
と
の
事
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
責
任
と
思
う
が
。

　
　

重
要
な
見
落
と
し
か
設

計
の
間
違
い
が
あ
れ
ば
、
当

然
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
責
任

急ピッチで進む復旧工事
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問

問 答答 車
運
転
教
習
所
跡
地
を
貫
き

薬
王
堂
前
に
通
せ
な
い
の
か
。

　
　

河
川
の
線
形
を
変
え
る

の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
距

離
が
変
わ
る
と
勾
配
が
変
わ

り
局
部
的
に
変
え
ら
れ
な
い
。

数
百
ｍ
か
け
て
全
部
線
形
を

変
え
て
川
は
造
る
も
の
。

　
　

洪
水
対
策
は
。

　
　

県
事
業
で
仮
橋
周
辺
な

ど
３
カ
所
を
河
川
の
計
画
河

床
ま
で
浚
渫
工
事
を
し
て
洪

水
氾
濫
対
策
と
し
て
い
く
。

答問答

た
。
人
口
減
少
な
ど
全
国
共

通
の
課
題
は
あ
る
が
、
活
力

あ
る
持
続
可
能
な
地
域
の
実

現
に
向
け
て
官
・
民
・
地
域

が
連
携
し
て
取
り
組
む
。

交
通
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
箇
所
、
緊
急
性
を
鑑
み
、

優
先
順
位
を
考
慮
し
工
事
を

進
め
て
い
る
。

　
　

被
災
地
域
か
ら
復
旧
が

要
望
さ
れ
て
い
る
大
上
坊
橋

　

押
館
橋
の
復
旧
整
備
の
見

通
し
を
伺
う
。

　
　

要
望
が
あ
っ
た
箇
所
は

個
別
に
相
談
・
協
議
し
、
必

要
に
応
じ
、
財
源
を
確
保
し

対
応
を
検
討
す
る
。

・



答 問 答問答 問問

答 問問 答

問答問 答問

答問答

問

問答

答

答問答

答

答問
　
　

く
み
取
り
な
の
で
、
抜

本
的
に
町
の
責
任
で
替
え
る
。

　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
た

子
供
達
の
夢
実
現
に
応
援
を
。

　
　

目
標
に
向
け
て
挑
戦
す

問

答問

問答問

問答問答問答問答
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問

佐
藤 

雄
一 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

　
　

熊
田
橋
付
近
か
ら
町
道

水
路
の
か
さ
上
げ
と
内
水
対

策
は
。

　
　

今
後
、
設
計
の
内
容
等

を
地
区
住
民
に
説
明
し
た
上

で
、
計
画
を
確
定
し
工
事
の

早
期
着
手
に
向
け
推
進
し
て

い
く
。

　
　

道
路
と
水
路
と
に
段
差

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
今
工
事

は
ど
の
よ
う
な
構
造
に
な
る

の
か
。

　
　

盛
り
土
し
て
田
ん
ぼ
と

ほ
ぼ
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
、
な
お

か
つ
北
側
か
ら
八
幡
川
に
向

か
っ
て
一
番
緩
い
勾
配
の
道

小
森
熊
田
線
の
現
在
の
進
捗
状
況
は

町
長
　
計
画
を
確
定
し
、
早
期
の
工
事
着
手
を
目
指
す

町道整備

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

及
川 

幸
子 

議
員

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

平
成
の
森
林
間
広
場
に
照
明
設
置
せ
よ

町
長
　
松
原
公
園
も
あ
る
の
で
計
画
的
に

教育環境

で
大
変
と
父
兄
か
ら
聞
い
て

い
る
。
公
認
サ
ッ
カ
ー
が
で

き
る
施
設
で
も
あ
り
、
周
辺

の
相
乗
効
果
も
大
で
は
。

　
　

野
球
場
の
照
明
も
30
年

経
過
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
交
換
に
１

億
円
か
か
る
。
３
か
所
で
３

億
円
か
か
る
の
で
順
番
で
や

る
。

　
　

北
側
と
西
側
に
防
球
ネ

ッ
ト
の
設
置
も
必
要
で
は
。

　
　

計
画
的
に
や
り
た
い
。

　
　

北
側
ト
イ
レ
は
震
災
か

ら
ず
っ
と
使
用
禁
止
の
ま
ま

で
あ
る
。
復
旧
す
べ
き
で
は
。

度
重
な
る
不
祥
事
問
題
解
決
策
は

町
長
　
意
識
改
革
は
喫
緊
の
課
題

行政改革
　
　

町
の
補
助
金
交
付
団
体

が
10
年
間
も
総
会
せ
ず
、
補

助
金
だ
け
着
服
さ
れ
た
こ
と

は
遺
憾
で
あ
る
。

　
　

研
修
や
訓
示
を
実
施
し

て
き
た
。

　
　

監
視
・
監
督
し
て
い
れ

ば
、
被
害
の
拡
大
を
防
げ
た

の
で
は
な
い
か
。

　
　

監
査
委
員
の
指
摘
に
向

き
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
　

内
部
け
ん
制
が
取
れ
て

い
な
い
の
で
人
事
評
価
制
度

を
見
直
し
て
は
。

　
　

職
員
評
価
は
係
長
ま
た

は
課
長
補
佐
と
課
長
の
二
段

階
、
課
長
級
評
価
は
特
別
職

と
あ
る
。

　
　

特
別
職
が
評
価
す
る
と

﹁
好
き
嫌
い
﹂
の
感
情
が
入

る
の
で
、
課
内
全
員
で
の
評

価
を
基
準
と
し
て
は
。

　
　

立
場
上
、
上
位
の
者
が

す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

何
事
に
も
襟
を
正
し
て

町
民
に
寄
添
う
姿
勢
を
願
う
。

　
　

内
部
け
ん
制
が
取
れ
る

研
修
を
考
え
て
い
る
。

路
と
な
る
。

　
　

側
溝
に
蓋
を
敷
く
設
計

で
通
行
し
や
す
く
な
る
の
か
。

　
　

可
変
側
溝
と
い
う
高
さ

が
調
整
で
き
る
側
溝
を
用
い

て
、
内
水
を
八
幡
川
ま
で
排

水
す
る
概
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
場
所
は
地
形
的
に

狭
隘
で
急
な
坂
道
と
な
っ
て

い
る
が
、
幅
員
は
上
ま
で
保

た
れ
た
形
に
な
る
の
か
。

　
　

国
交
省
で
従
前
に
広
げ

た
道
路
ま
で
同
様
の
幅
員
で

接
続
す
る
計
画
に
な
っ
て
い

る
。

　
　

露
出
し
て
い
る
給
水
管

の
今
後
の
利
用
計
画
は
。

　
　

町
道
熊
田
線
道
路
改
良

工
事
に
併
せ
布
設
替
え
す
る

計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
後
は
撤
去
す
る
。

　
　

道
路
工
事
と
同
時
進
行

な
の
か
。

　
　

今
回
の
補
正
で
工
事
費

を
計
上
し
て
い
る
。
承
認
さ

れ
れ
ば
追
い
か
け
る
よ
う
な

形
で
合
わ
せ
て
施
工
し
た
い
。

　
　

当
時
、
仮
橋
を
造
る
に

あ
た
っ
て
将
来
を
見
据
え
た

町
の
考
え
を
国
・
県
に
出
さ

答

答

問答

問

夜間照明が欲しい平成の森林間広場

る
姿
に
感
動
し
、
意
義
を
学

び
町
内
で
広
め
て
い
る
。
学

校
施
設
・
平
成
の
森
・
松
原

公
園
の
社
会
施
設
も
充
足
。

祈
念
公
園
の
維
持
管
理
を
問
う

町
長
　
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
草
刈
り
作
業

大きな公園

　
　

各
学
校
の
校
庭
整
備
を

終
え
て
い
る
の
か
。

　
　

仮
設
住
宅
撤
去
後
に
復

旧
整
備
し
た
。

　
　

暗
き
ょ
排
水
整
備
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　

入
小
・
戸
小
が
整
備
、

そ
の
他
５
校
は
整
備
な
し
。

　
　

格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
の
で
整
備
し
て
は
。

　
　

学
校
は
十
分
格
差
な
く

環
境
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
　

照
明
施
設
は
万
全
か
。

　
　

７
校
の
内
、
志
小
・
名

小
・
伊
小
・
志
中
に
簡
易
照

明
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
不
便
な
環
境
で
練
習

に
励
ん
で
い
る
。
林
間
広
場

に
照
明
を
設
置
し
て
多
く
の

老
若
男
女
に
使
用
さ
せ
て
は
。

　
　

野
球
場
の
照
明
も
含
め

て
相
当
の
規
模
と
な
る
。
松

原
運
動
場
の
要
望
も
あ
り
、

財
源
含
め
計
画
的
に
実
施
。

　
　

移
動
し
な
が
ら
の
練
習

答 問

答問

答

　
　

祈
念
公
園
の
維
持
管
理

は
大
変
な
作
業
と
な
る
の
で

は
。

　
　

草
刈
り
は
全
職
員
体
制

で
、
退
庁
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
と
し
て
実
施
し
た
。

　
　

数
回
の
作
業
と
な
り
、

も
い
る
。
作
業
中
け
が
等
が

起
き
て
は
大
変
で
あ
る
。
管

理
体
制
を
明
確
に
す
べ
き
。

　
　

役
場
職
員
と
し
て
忘
れ

て
い
け
な
い
の
は
、
同
僚
の

無
念
で
あ
る
。
委
託
の
話
も

あ
っ
た
が
、
亡
く
な
っ
た
仲

間
に
年
何
回
で
も
想
い
を
寄

せ
る
為
に
も
草
刈
り
作
業
を

決
め
た
。

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
協
力
も
あ
る
が
、
苦

情
も
聞
か
れ
る
。

　
　

８
月
５
日
に
社
協
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
た
。

　
　

全
職
員
と
な
る
と
あ
の

場
所
は
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
る
人

な
か
っ
た
の
か
。

　
　

仮
設
と
い
う
前
提
で
県

か
ら
国
交
省
が
許
可
を
い
た

だ
い
て
撤
去
前
提
に
造
ら
れ

た
仮
橋
と
い
う
こ
と
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

今
後
、
仮
橋
存
続
は
河

川
整
備
工
事
期
間
中
だ
け
な

の
か
、
そ
れ
と
も
町
道
の
拡

幅
工
事
が
完
了
す
る
ま
で
の

期
間
な
の
か
、
県
・
国
で
は

い
つ
撤
去
す
る
の
か
。

　
　

拡
幅
工
事
に
入
る
の
は

来
年
１
月
ご
ろ
に
な
る
と
思

う
。
完
成
予
定
は
９
月
ご
ろ
、

町
道
整
備
工
事
が
終
了
す
る

ま
で
と
交
渉
中
だ
。

　
　

こ
の
橋
が
あ
る
か
ら
こ

そ
地
域
住
民
な
ら
ず
、
利
用

者
の
利
便
性
が
保
た
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
非
常
に
残
念

な
撤
去
の
仕
方
に
し
か
思
え

な
い
が
。

　
　

再
三
答
弁
し
て
き
た
と

お
り
、
あ
の
周
辺
は
大
変
大

き
な
被
害
が
出
た
。
ぜ
ひ
解

体
を
し
て
く
れ
と
い
う
要
望

も
受
け
て
い
る
こ
と
を
付
け

加
え
た
い
。

　
　

仮
設
橋
を
国
か
ら
譲
渡

し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　

県
か
ら
恒
久
的
な
残
置

は
許
可
で
き
な
い
と
の
回
答

を
得
て
お
り
、
残
置
で
き
な

い
以
上
譲
渡
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
生
活
道
路
と

し
て
利
用
し
て
い
る
の
は
十

分
承
知
し
て
い
る
。
国
が
設

置
し
た
仮
設
の
工
作
物
で
あ

り
、
河
川
管
理
者
か
ら
残
置

の
許
可
が
得
ら
れ
な
い
現
状

で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

改良工事が待たれる小森熊田線

そのうち撤去される小森仮設橋
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○発議第４号

　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的・

社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている。この中で、地方財政は、来年度に

おいても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。

　地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、防

災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれる社会保障

等への対応に迫られており、このためには、地方税財源の充実が不可欠である。

　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に

実現されるよう、強く要望する。

１　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針２

　０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保す

　るとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ、他の

　地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、断じ

　て行わないこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講

　じられた固定資産税等に係る特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今

　回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

３　令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と同

　額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。

４　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延

　長について、更なる延長は断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に

　税源配分すること。

提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、

　　　　内閣官房長官、経済再生担当大臣 

意　見　書

受理番号　　付託年月日　　　　　 件　　名　　　　　　　　　　審査結果　　　　　　 措　置

請願　３の１
町道中山線の安全性向上に
向けた道路拡幅改良整備に
ついての請願書

産業建設常任委員会に付託
し、本会議において審議し
た結果、採択すべきもの

町長に

送付

答

問 育
の
充
実
が
重
要
で
は
な
い

か
。

　
　

組
織
が
改
変
さ
れ
、
人

員
が
減
っ
た
が
、
事
業
に
大

き
な
支
障
は
な
い
。

　
　

昨
今
で
新
し
い
取
り
組

み
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
、
カ

ル
チ
ャ
ー
教
室
に
追
加
さ
れ

た
。

　
　

教
育
畑
出
身
の
教
育
長

問 答問

答問

問

答

問答

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

今
野 

雄
紀 

議
員

一
般
質
問

５
万
円
ぐ
ら
い
の
限
度
で
﹁
な
か
ま
づ
く
り
﹂
補
助
金
を

町
長
　
我
田
引
水
的
楽
し
み
に
は
Ｎ
Ｇ

生活満足、幸福度

を
考
え
て
は
。

　
　

総
合
戦
略
に
寄
与
す
る

な
ら
、
仲
間
づ
く
り
、
人
づ

く
り
も
取
り
組
め
る
。
こ
ち

ら
か
ら
枠
を
決
め
て
は
い
な

い
。

　
　

今
回
の
仲
間
づ
く
り
は
、

ス
ケ
ボ
ー
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
、
ブ
レ
イ
ク
ダ

ン
ス
、
読
書
ク
ラ
ブ
、
シ
ネ

マ
ク
ラ
ブ
な
ど
、
例
え
ば
、

団
地
に
住
む
３
〜
５
人
で
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
へ
行
き
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
深
め
て
い
く

な
ど
は
ど
う
か
。

　
　

物
を
買
う
と
か
道
具
を

買
う
な
ど
の
申
請
は
、
ほ
と

ん
ど
却
下
に
な
る
。
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
、
ど
う
い

う
仲
間
づ
く
り
を
展
開
し
て

事
業
を
展
開
す
る
か
と
い
う

次
の
展
開
が
な
い
と
採
択
に

は
な
ら
な
い
。

　
　

復
興
住
宅
の
方
た
ち
が

何
人
か
集
っ
て
、
近
隣
の
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
へ
行
く
経
費

な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　

ど
こ
か
へ
行
く
場
合
は

モ
ア
イ
バ
ス
が
あ
り
、
旅
費

は
出
せ
な
い
。
我
田
引
水
的

に
、
自
分
た
ち
だ
け
が
そ
こ

で
楽
し
む
も
の
は
、
採
択
に

な
り
に
く
い
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

町
民
の
方
た
ち
の
生
活
満
足

度
な
り
幸
福
度
が
上
が
る
よ

う
な
こ
と
も
大
切
で
は
な
い

か
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
き

が
い
づ
く
り
の
為
の
社
会
教

答 の
能
力
云
々
よ
り
も
制
度
自

体
を
危
惧
し
て
い
る
。
学
務

係
以
外
の
部
分
で
切
り
離
せ

る
も
の
は
、
町
長
部
局
へ
戻

す
と
い
う
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　

持
続
可
能
な
組
織
と
し

て
の
ス
リ
ム
化
で
あ
り
、
チ

ー
ム
力
で
一
人
一
人
の
力
を

結
集
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

発
想
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　

公
共
、
集
い
、
に
ぎ
わ

い
、
全
町
的
だ
と
、
お
の
ず

と
イ
ベ
ン
ト
的
な
事
業
し
か

採
択
さ
れ
な
い
。
も
っ
と
団

体
で
は
な
く
、
少
人
数
や
グ

ル
ー
プ
に
少
額
で
、
５
万
円

く
ら
い
の
限
度
で
﹁
な
か
ま

づ
く
り
﹂
へ
の
補
助
金
な
ど

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

を
原
資
に
、
年
間
７
０
０
万

円
前
後
﹁
お
ら
ほ
の
ま
ち
づ

く
り
﹂
と
し
て
、
団
体
が
企

画
立
案
し
て
の
事
業
、
活
動

に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が

ほ
と
ん
ど
イ
ベ
ン
ト
、
人
寄

せ
の
為
の
補
助
金
で
は
な
い

か
。

　
　

４
つ
の
基
本
的
な
考
え

が
あ
り
、
公
益
活
動
の
支
援
、

集
い
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

全
町
的
な
大
規
模
な
事
業
、

総
合
戦
略
の
推
進
に
関
す
る

事
業
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

結
果
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
的
な

委
託
事
業
の
人
件
費
分
は
適
正
か

町
長
　
徹
底
し
た
精
査
を
実
施
す
る

委託見直し
　
　

今
後
、
財
政
上
の
見
通

し
か
ら
、
物
件
費
が
か
さ
ん

で
い
る
の
で
委
託
の
あ
り
方
、

委
託
料
を
見
直
す
と
い
う
こ

と
だ
が
、
委
託
費
に
お
け
る

人
件
費
相
当
は
何
割
ぐ
ら
い

を
み
て
い
る
の
か
。

その他「辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について国民的議論を行

い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決するべきとする意見書の採択を求める陳情」、「沖縄本

島南部土砂採取計画撤回に関する陳情書」、「令和４年度理科教育設備整備費等補助金予算計上

についてのお願い」、「人道的見地から、沖縄防衛局による「沖縄本島南部からの埋め立て用土

砂採取計画」の断念を国に要請すること」は、配布しました。

請　願　書

 令和３年

８月１１日

　
　

一
定
の
仕
様
書
、
人
数

な
ど
、
役
務
だ
け
の
提
供
、

専
門
性
の
高
い
設
計
、
情
報

通
信
の
分
野
等
あ
り
、
業
務

内
容
に
よ
り
性
質
が
変
わ
っ

て
く
る
の
で
、
人
件
費
の
率

も
一
概
に
は
言
え
な
い
。

復興住宅などで「なかまづくり」補助金による
コミュニティの醸成を
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工事

８月臨時会議　議案一覧　４件
手数料徴収条例の改正。

南三陸町役場仮庁舎解体工事を大企建設 ( 株 ) と 9,350 万円で契約締結。工期令和４年３月まで。→P.７

電動フォークリフト２台をトヨタエルアンドエフ宮城 ( 株 ) より 469 万円で購入。→P.７

令和３年度一般会計補正予算（第３号）

（条例１件、工事１件、財産１件、予算１件）

予算

９月定例会議　議案一覧　３２件
（条例２件、報告３件、同意１件、諮問１件、工事３件、財産２件、指定１件、予算４件、認定１０件、      
　請願１件、発議２件、発委１件、その他１件）

議
案
一
覧 

〜 

８
月
臨
時
会
議
・
９
月
定
例
会
議

議案第２０号

議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

報告第　５号

報告第　６号

報告第　７号

同意第１１号

諮問第　１号

議案第２４号

議案第２５号

議案第２６号

議案第２７号

議案第２８号

議案第２９号

議案第３０号

議案第３１号

議案第３２号

議案第３３号

認定第　１号

認定第　２号

認定第　３号

認定第　４号

認定第　５号

認定第　６号

認定第　７号

認定第　８号

認定第　９号
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請願　３の１

財産

※表決結果欄：（○）は賛成、（×）は反対。議長は表決に加わりません。賛否同数の場合、裁決します。

報告

報告

報告

同意

工事

工事

工事

財産

予算

個人情報保護条例の改正について、専決処分の報告。

令和２年度決算に基づく南三陸町健全化判断比率について。

令和２年度決算に基づく南三陸町資金不足比率について。

教育委員会委員の任命について同意。 

人権擁護委員の候補者の推薦について。

令和３年度牧田地区外７地区仮置土整地工事を山庄・サトー JV と、２億 7,940 万円

で契約締結。工期令和４年３月まで。

令和２年度普通河川滝浜川河川災害復旧工事を ( 株 ) 沼正工務店と、190 万円増額し

5,415 万円で変更契約締結。工期令和３年 10 月まで。

令和２年度石浜・ばなな漁港地域水産物供給基盤整備工事を ( 株 ) 阿部伊組と、

132 万円増額し２億 2,792 万円で変更契約締結。工期令和３年１２月まで。

令和３年度南三陸町教育用タブレット端末 151 台を、( 株 )NTT ドコモより 843 万円

で購入。→P.７

字の区域の変更（歌津字長柴→歌津字板橋、歌津字長柴→歌津字小沼）

南三陸町東日本大震災伝承館の指定管理者を一般社団法人南三陸町観光協会に指定。

指定期間令和９年３月３１日まで。→P.７

令和３年度一般会計補正予算（第４号）。→P.７

令和３年度介護保険特別会計補正予算（第１号）。

令和３年度水道事業会計補正予算（第１号）。

令和３年度病院事業会計補正予算（第１号）。

令和２年度一般会計歳入歳出決算の認定。→P.４

令和２年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定。→P.６

令和２年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定。

令和２年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定。→P.６

令和２年度市場事業特別会計歳入歳出決算の認定。→P.６

令和２年度漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定。

令和２年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定。

令和２年度水道事業会計決算の認定。

令和２年度病院事業会計決算の認定。→P.６

令和２年度訪問看護ステーション事業会計決算の認定。

町道中山線の安全性向上に向けた道路拡幅改良整備についての請願書。→P.19
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案
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８
月
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時
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月
定
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条例

財産

諮問

指定

予算

予算

予算

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

条例

条例

発委

発議第　３号

発議第　４号

議案第３４号

議案第３５号

議案第３６号

発委第　２号

南三陸町議会議員の議員報酬の特例に関する条例制定。→P.９

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について。→P.19

南三陸町過疎地域持続的発展計画の策定について。

南三陸町過疎地域自立促進特別措置に係る固定資産税の課税免除に関する条例の改正。

南三陸町長等の給料の特例に関する条例制定。→P.９

町補助金の不正流用事案の発生により明らかになった町の不適正事務の再発防止、町民の

信頼回復に向けた取組に関する決議について。→P.９

発議

認定

認定

請願

発議

その他

認定

議会のうごき議会のうごき

山形　庄内町へ
・東日本大震災の復旧・復興支援に

　対する御礼

・大規模災害発生時の相互支援等に

　関する意見交換

東京　国土交通省へ
・国土交通大臣に対する、「町道入谷

　横断１号線の整備促進に関する要

　望書」の提出

・和田政宗参議院議員の案内で、国

　土交通省技監吉岡幹夫氏に要望書

　を手渡した

議員名

案件名

議案第２９号

発議第　３号
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委
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会
報
告

　平成２４年に子ども・子育て

関連３法が施行されて以降、当

町における子ども・子育て支援

の環境整備も進められてきてお

り、震災からの復旧・復興の中

で、支援体制の充実、医療費の

助成、学童保育の整備など多岐

にわたる事業の進捗がみられて

いる。

　令和３年８月３日、役
場庁舎３階会議室及び現
地（町内保育施設等）に
おいて、聞き取り調査、
現地視察をおこなった。

　結　び

　町民の命と財産を守るという、

行政として最も重要で、最も基

本的な役割を果たしてもらうた

め、職員にあっては防災・減災

に対しての意識をこれからも高

く持ち続けてほしい。東日本大

震災によって多くの尊い命を失

ってしまった当町の職員として、

先輩方の遺志を継ぐ者として、

その意識はどの自治体職員より

も高く持ち続けてもらいたい。

されば、その気運は町民へと伝

播し、きっと、災害に強いまち

　一方、保育の無償化以降、保

育施設等の利用希望児の低年齢

化が進む中、人材不足の状況下、

正職員と会計年度任用職員をバ

ランス良く配置しながら待機児

童解消策を講じているが、働く

保護者の増加に伴い、子育て世

帯の望まれる形にも大きな変化

が見られており、防犯対策や学

童保育の受入体制の充実など要

望が多様化している。

づくりが実現できるものと考え

る。さらに安全・安心な南三陸

町になるよう、不断の努力を続

けていただくことを期待して、

結びとする。

子育て世帯に寄り添った施策を

　備えなければならない災害は

ほかにもある。高台団地での生

活において、最も脅威である火

災。特別な対応が必要な原子力

災害。これらに関しても、消防

団との連携強化を含め、今後も

継続的に訓練等を繰り返し、そ

の実効性を高めていく必要があ

る。また、防犯という観点から

は、町内の児童生徒が徒歩通学

へと移行していく中で、安全な

通学路の確保が必要不可欠であ

る。

民生教育
常任委員会

産業建設
常任委員会

インフラ整備事業について

　結　び

　現地調査を行った高齢化４橋

梁については予防保全工事設計

が予定通り進んでいるが、１０

年後には高齢化橋梁が９０橋

（８７％）、２０年後には９７

橋（９４％）に急速に達する見

込みで、今後増大が見込まれる

橋梁の修繕・架け替えに要する

　令和３年８月１７日、
役場庁舎内において橋梁
長寿命化修繕計画につい
て聞き取り調査をおこな
ったうえで、高齢化橋梁
についての調査報告をま
とめた。

経費に対し、計画的なコスト削

減への取り組みが不可欠となる

ことが確認できた。

　南三陸町橋梁長寿命化修繕計

画では、従来の損傷・劣化が大

きくなってから対策を実施する

事後保全（大規模補修・高コス

ト）から、損傷・劣化が小さい

防災意識を町内の隅々まで
　結　び

　近年、全国的に自然災害の頻

度と規模は拡大している。当町

でも、令和元年の台風１９号に

よる被害は記憶に新しく、その

復旧工事には多くの時間を要し

た。実際の現場を確認して、迅

速な避難の呼びかけといったソ

フト面での体制整備とともに、

危険箇所に対しては補修工事を

　令和３年８月２４日、
水害被害現場、土砂災害
警戒区域の現地調査をお
こなうとともに、総務
課・建設課職員から聞き
取り調査をおこなったう
えで、防災行政について
の調査報告をまとめた。

おこなうなどのハード整備の必

要性も感じられた。

　また、土砂災害に関しては、

新たに町内８３カ所の土砂災害

警戒区域、特別警戒区域の指定

がなされた。東日本大震災での

経験と教訓を活かし、想定外と

いう言葉で済ませることなく、

地域の自主防災組織等と協力し

て、万全の備えを構築していっ

ていただきたい。

総　務
常任委員会

うちから対策を実施する予防保

全（小規模補修・低コスト）へ

と移行することでライフサイク

ルコストの縮減を図るとともに、

適切な維持管理を継続的に行う

ことで地域道路ネットワークの

安全性・信頼性を確保すること

を目的として策定されているこ

とが認められ、また、専門知識

を有する学識経験者の意見に基

づいたシミュレーションも示さ

れているため、これからの進捗

を慎重に見守りながら、今後の

効果を期待するとともに、震災

復興により新たに整備された施

設等を含む町内公共施設の適切

な維持管理と長寿命化の推進を

図ることを期待し、結びとする。

　第２次総合計画策定時には伺

い知れない変化が生じている現

実を踏まえれば、２０２５年ま

でとされる計画期間内に整える

べき課題が見えてくる。当委員

会としてやみくもに変革を望む

ものではないが、例えば、現在

実施している「子育て世帯応援

券支給事業」については、クー

ポン券から給付金の支給にする

ことで、子育て世代の心情に寄

り添った施策へとかたちを変え

る。少子化による人口減少に強

い危機意識を持ち、現状の施策

の再考察を望むところである。

　持続可能なまちづくりを目指

す以上、加速度的に進む人口減

少の歯止め策を重点課題とし、

公立私立の保育施設の均衡を図

りながら「南三陸町の子育て環

境」として枠をとらえ、若い世

代が安心して子を産める施策を

講じるなど、格差の生じない子

育て環境を整えることを強く望

み結びとする。



皆さんの考えをお聞かせください。

投稿お待ちしています‼（400字程度）
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５
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前
た
っ
た
１
人
で
移
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し
て

き
た
こ
の
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で
、
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婚
し
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も
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ま
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ま
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に
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接

種
、
受
け
た
く
て
も
子
ど
も
の
預
け

先
が
な
く
ど
う
し
た
ら
い
い
か
困
り

ま
し
た
。
役
場
に
相
談
し
て
も
回
答

を
も
ら
え
ず
、
そ
の
後
、
議
員
さ
ん

に
相
談
し
て
、
接
種
時
の
一
時
預
か

り
を
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
お
か
げ
で
無
事
に
接
種
で
き

ま
し
た
。

 

議
員
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
の
か
、
こ
の
議
会
だ
よ
り

で
し
か
ほ
ぼ
知
る
機
会
が
な
く
、
遠

い
存
在
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
今

回
こ
の
よ
う
に
相
談
し
て
力
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
少
し
議
会
を
近
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
日
々
の
生
活
で
の

些
細
な
悩
み
や
困
っ
た
こ
と
が
人
そ

わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言

議
会
か
ら

れ
ぞ
れ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も

そ
れ
が
愚
痴
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と

何
も
前
に
進
み
ま
せ
ん
が
、
意
見
で

き
る
機
会
が
あ
れ
ば
提
案
や
改
善
に

変
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
議
員
さ

ん
と
お
話
し
で
き
る
機
会
は
な
か
な

か
な
い
で
す
が
、
住
民
が
少
な
い
町

だ
か
ら
こ
そ
、
少
し
で
も
そ
う
い
う

機
会
が
増
え
、
相
談
で
き
た
り
意
見

が
反
映
さ
れ
や
す
い
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に
な
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ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
、
議
員
と
し
て
大
切

な
こ
と
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
小

さ
く
て
も
大
事
な
声
を
聴
く
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
を
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ

に
届
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
に
寄
り
添
う
議
会
で
あ
り
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

  

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

後
藤
伸
太
郎

　
　

副
委
員
長　

須
藤　

清
孝

　
　

委　
　

員　

倉
橋　

誠
司

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

雄
一

　
　
　
　
　

   

千
葉　

伸
孝

　
　
　
　
　
　
　

菅
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こ
の
議
会
だ
よ
り
が
届
く

こ
ろ
に
は
、
新
し
い
議
会
体

制
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
定
数
は
減

り
ま
し
た
が
、
議
会
と
し
て

の
機
能
が
弱
ま
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
目
と
耳
を
、
こ
れ
か
ら
も

議
会
へ
と
向
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

４
年
間
、
議
会
広
報
委
員

長
と
し
て
、
読
み
や
す
く
中

身
の
濃
い
議
会
だ
よ
り
に
な

る
よ
う
、
委
員
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
続
け
て
き
ま

し
た
。
４
年
前
よ
り
進
化
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
町
民
の
み
な
さ
ん

と
議
会
と
を
つ
な
ぐ
一
助
と

な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
、
議
会
だ
よ
り
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

後
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伸
太
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議
会
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会
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パ
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・

ス
マ
ホ
か
ら
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リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

配
信
映
像
は
こ
ち
ら
か
ら 

�

　次回の本会議は11月開催の予定ですが、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、傍聴の自粛をお願いする場合があります。
発
行
責
任
者  

議
長  

三
浦  

清
人
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